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秋田県水と緑の森づくり税関係事業における木育について

制定 平成２５年４月 １日 森－８２

第１ 趣 旨

この要領は、秋田県水と緑の森づくり税関係の各事業実施要領で定められた木育

の考え方について、必要な事項を定めるものとする。

第２ 定 義

木育とは、木に触れ、木を使い、木を知ることで自然環境の保全や木材の良さやそ

の利用意義を学ぶ教育活動。

第３ 関係補助事業

木育に関係する補助事業は次のとおりとする。

１ 県民参加の森づくり事業

２ 森林環境学習活動支援事業

第４ 事業対象活動

木育については単に木を使った工作体験だけではなく、体験活動（触れる・創る）

と学習活動（知る）の両方を行うものとし、内容は年齢や認識・理解度等の発達段階

に合わせたものとすること。

なお、発達段階別の木育は別表を目安とし、これを大きく逸脱しない内容とするこ

と。

附 則

この要領は平成２５年４月１日から施行する。



- 2 -

別表

発達段階 木育の内容 活 動 例

・木材の良さを、五感を通して体感する ・木のおもちゃを使う、遊ぶつくる
体験 ・森や樹木に好奇心を持つ ・木玉のプール遊び、木材の音あそび
活動 ・木材・枝・葉などを使って楽しく創作活動をする ・木の葉、木の実集め、森で自然体験

幼 児 ・木材の感触を楽しむ ・苗木を育てる
学習 ・木材が身の回りでたくさん使われていることを知る ・身の回りの木製品の紹介
活動 ・木材と森のつながりを知る ・森林に関する物語や紙芝居を見る

・森林について絵や写真で説明する
・様々な種類の木材に触れ、その質感の違いを知る ・木と金属、ガラス、プラスチックとの比較

体験 ・森の樹木、生きものに触れ、森林に対する関心を高 ・木の葉、木の実集め、種から苗木を育てる
活動 める ・木の実などを使ったおもちゃ、インテリアづくり

・木材の特徴と個性を活かして作品にまとめ鑑賞する ・木のぼり体験、森で樹木観察、地域の巨木見学
・人間の生活と木材や森林の関わりについて知る ・木を使った身近な製品づくり、木の箸づくり

小学生 ・木材のおもしろ実験、丸太切り体験、
・木材の性質を理解する ・木材の利用や森林の機能についての副読本を読む

学習 ・木材がその性質を活かして使われていることを理解 ・森林について絵や写真で説明する
活動 する ・木材と森に関するクイズ

・木材に公益的機能があることを知る ・木材のおもしろ実験
・身の回りの木製品を探す

・木工職人の卓越性を知り、伝統技術に関心を持つ ・地域の木材と歴史に関わる施設見学
・身近な森林での活動を通して、森の豊かさに触れる ・木質材料を活かした木製品づくり

体験 ・木材や道具の特性を理解し、創る活動を進められる (素材からのものづくり）
活動 ・森林資源の現状を知り、保全活動や林業の役割を理 ・森林や木材利用に関わる調べ学習

中学生 解する ・森林の二酸化炭素吸収量と備蓄量の学習
・森林と日本の風土や文化の関わりを理解する ・木工職人等による実演・実技教育

高校生 ・データに基づいて、森林の関わりを知る
・森林資源の現状を知り、保全活動や林業の役割を理 ・森林や木材利用に関わる調べ学習

学習 解する ・森林や樹木の二酸化炭素の吸収量に関する学習
活動 ・データに基づいて、森林と木材利用の関わりを知る ・木構造など伝統技術に関する学習

・木材の歴史に関わる学習

※ 事業対象外となる活動事例
・きのこや山菜の採集
・彫刻や版画などの作成
・住まいづくりのための森林見学ツアー
・建築の設計競技大会


